

















































以前の鏡を使っていた場合の 2.23倍であった。図 1(a)は AOを動作させていない場合の
長時間露光像である。図 1(b)～(e)は、周波数の異なるゆらぎを与えて、AOを動作させ
たものである。32Hzの場合にはストレール比が 0.024から 0.400まで向上した。ただし、
ゆらぎの周波数が大きくなるにつれて、ストレール比が小さくなった。残念ながら、2007
年 11月に改良した装置を用いた観測を実施したが、悪天候のため良好な結果を得ること
ができなかった。
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